
 

   

 

 

 

 

 

 

学 校 の 応 援 団  

 

 

風薫る5月。横浜駅に近く、高速道路がすぐ横を通る本校ですが、小さな花壇には次々と花が咲き、周囲の木々

が実をつけています。サーモンピンクの「はまみらい」も大輪の花をつけてくれました。「はまみらい」は、横浜

開港150周年を記念するシンボルの1つとして選ばれ、横浜の未来のさらなる発展を願って名前がつけられたバ

ラで、市内の各所で育てられています。環境委員会児童が毎朝水をあげ、共育倶楽部の方々や用務員がお世話をし

ているのを1年間見てきたので、みんなの努力や気持ちの結晶だな、と愛おしく感じます。 

さて、先日、PTA運営委員の方々とお話する機会がありました。新年度になり、新しく 

運営に入ってくださった方もいらっしゃるのですが、ご挨拶や短時間お話することはあって 

も、じっくりと意見を交わす機会がありませんでした。この３年間、PTAもコロナ対応で 

活動が制限されてきており、今後の活動をどうするか、運営面をどうするか、様々なことを考え話し合っていただ

いていることに頭が下がりました。そして、幸ケ谷小学校の子どもたちのために何ができるのか、何をどうしたら

保護者のみなさんが気持ちよく活動できるかを常に念頭においていらっしゃいます。 

私自身、2人の子どもの母親です。まだ、教員という仕事を続けながらですから自分の可能な 

範囲ですが、PTAの活動に参加してきました。そこで得たものは、子どもの同級生の保護者の 

方々とのつながりでした。どんな課題が子どもたちや地域にあるのかも知ることができました。

今は主に職場のコミュニティーの中で生活していますが、そのうち住んでいる地域で暮らすよう

になったとき、PTAで出会った方々とまたつながって生きていくのかな、と思っています。 

本校が誇るボランティア団体、共育倶楽部（横浜市地域学校協働本部）の佐伯さんからは、 

他地区に比較して横浜市の地域コーディネーターは謝金をほとんどいただいていないこと、 

お金でないところに共育倶楽部の活動の価値を見出すことが大切だと考えていらっしゃる 

ことを伺っています。「つながり」「感謝の言葉」「お互いに支え合っているという実感」 

「新しい自分と出会う」「仲間」「気づき」「生涯学習」など。活動から享受するものは異なるかもしれませんが、

最終的に幸ケ谷小学校がよりよくなり、子どもたちのためになっているのがいいのです！としなやかに、でも力強

くおっしゃってくださいます。 

PTA は、地域を知るための場、地域のコミュニティーの入口であり、地域とつながりを 

つくるためのきっかけの場です。幸ケ谷小の子どもたちも、ESD の学習を通して、自分の

「まち」を好きになって、住みやすい「まち」にしていくには何ができるかを考えています。

これからも、PTA や共育倶楽部が学校の応援団として活動してくださることに感謝申し上

げると共に、その運営をしてくださっている皆様に心からありがとうございます、とお伝え

したいです。 

                             ※紙面の写真は、４月下旬の学校の植物の様子です 
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学校教育目標：「自分 友だち 社会の幸せをつくる子ども」 
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